
別表

機械工学科の科目の単位として認定されるもの
単位数 備考

プロフェッショナル ２ ●
準プロフェッショナル ２ ●

１級 １ ●
２級 １ ●
 ３級 ２

２

２
プログラミングスキル １

システムデザインスキル １

上級 １

１

中級 １
１
２ ◯
１ ◯
１
２

１資格に
つき最大
  ２ 単 位

資格取得に係わる単位一覧表

◎　以下の資格を取得し認定を受けた場合、単位認定科目は「特別演習（　）」　として認定される。
　　（　）内には学科名が入る。
　　なお、単位の認定を申請する際は、後の注意事項を確認すること。

                          取  得  資  格  名
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　機械設計技術者試験          
　　技術士補

　　情報処理技術者　基本情報技術者
　　情報検定 　情報システム試験
　　情報検定 　情報システム試験
　　情報検定   情報デザイン試験

　　ＣＡＤ利用技術者試験  ２級

　ＣＡＤトレース技能審査　機械部門   
　　ボイラー技士  ２級

　　公害防止管理者
　　第三種電気主任技術者
上記以外の資格については、学生の申請に応じて学科内で審査を行う。単位
数も審査時に資格に応じて判断する｡

　　危険物取扱者 甲種
　　危険物取扱者 乙種



電気電子創造工学科の科目の単位として認定されるもの
単位数 備考

プロフェッショナル ２ ●
準プロフェッショナル ２ ●

１級 １ ●
２級 １ ●

実用数学技能検定 ＊R6（2024）年度以前入学者のみ １級 ２ ◯
実用数学技能検定 ＊R6（2024）年度以前入学者のみ 準１級 １ ◯

２
２
２

＊R5（2023）年度以前入学者のみ １
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２ ●
１ ●
１
１
２
２ ◯
１ ◯
２
２
２ ●※
１ ●※
１ ●※
２ ◯
１ ◯
２
２
１
２
２

１資格に
つき最大
  ２ 単 位

＊ＩＴパスポートについて、R6（2024）年度以降入学者は一般科の科目として認定
＊実用数学技能検定について、R7（2025）年度以降入学者は一般科の科目として認定

※第一級アナログ通信と第一級デジタル通信はそれぞれ別の資格とし、総合通信は
　これら２資格の上位資格として扱う。（工事担任者の中で最大２単位まで）

技術英語能力検定

情報検定　情報システム試験

情報処理検定 １級

2級

上記以外の資格については、学生の申請に応じて学科内で審査を行
う。単位数も審査時に資格に応じて判断する｡

                          取  得  資  格  名
技術英語能力検定
技術英語能力検定

情報検定　情報システム試験

ＣＡＤ利用技術者試験

情報処理技術者　基本情報技術者

技術英語能力検定

情報処理技術者　高度試験（各種）
情報処理技術者　ＩＴパスポート

情報処理技術者　応用情報技術者

情報検定　情報デザイン試験 上級

プログラミングスキル

ＣＧエンジニア検定 エキスパート

システムデザインスキル

画像処理エンジニア検定 エキスパート

Ｗｅｂデザイナー検定 エキスパート
ディジタル技術検定 １級

マルチメディア検定 エキスパート
ＣＧクリエイター検定 エキスパート

第三種電気主任技術者
第一種電気工事士
第二種電気工事士

工事担任者　第一級デジタル通信

線路主任
電気通信主任技術者 伝送交換主任

工事担任者　第一級アナログ通信
工事担任者　総合通信

電気通信主任技術者

技術士補（修習技術者を含む）

アマチュア無線技士 ２級
アマチュア無線技士 １級

危険物取扱者 乙種
エックス線作業主任者

陸上無線技術士 ２級
陸上特殊無線技士 １級

ディジタル技術検定 ２級
ＬＰＩＣ（Ｌｉｎｕｘプロフェッショナル） レベル１
ＬｉｎｕＣ レベル１



物質工学科の科目の単位として認定されるもの
単位数 備考

プロフェッショナル ２ ●
準プロフェッショナル ２ ●

１級 １ ●
２級 １ ●

２

２ ◯
２ ◯
１ ◯
１ ●
１ ●
２ ◯
１ ◯
２
２
１
２ ●
２ ●
２

１

１

２ ◯
２ ◯
１ ◯
２ ●
１ ●
２
１

  　　　　　　　　　　　　　　プログラミングスキル １

　　　　　　　　　　　　　システムデザインスキル １

上級 ２

２
１資格に
つき最大
  ２ 単 位

                          取  得  資  格  名
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　公害防止管理者
　火薬類製造保安責任者 甲種
　火薬類製造保安責任者 乙種
　火薬類製造保安責任者 丙種
　火薬類取扱保安責任者 甲種
　火薬類取扱保安責任者 乙種
　危険物取扱者 甲種
　危険物取扱者 乙種
　計量士 一般
　計量士 環境
　臭気判定士
　放射線取扱主任者 　　　　　２種（一般）
　放射線取扱主任者 　　　　　１種（一般）
　核燃料取扱主任者
　エックス線作業主任者
　ガンマ線透過写真撮影作業主任者
　ガス主任技術者 甲種
　ガス主任技術者 乙種
　ガス主任技術者 丙種

　中級　バイオ技術認定試験
　初級　バイオ技術認定試験

　情報検定   情報デザイン試験

　技術士補
上記以外の資格については、学生の申請に応じて学科内で審査を行う。単位
数も審査時に資格に応じて判断する｡

　情報処理技術者  基本情報処理技術者
　情報処理検定  １級
　情報検定   情報システム試験
　情報検定   情報システム試験



建築学科の科目の単位として認定されるもの
単位数

プロフェッショナル ２ ●
準プロフェッショナル ２ ●

１級 １ ●
２級 １ ●

　実用数学技能検定 ＊R6（2024）年度以前入学者のみ  １級 ２ ◯
　実用数学技能検定 ＊R6（2024）年度以前入学者のみ  準１級 １ ◯

２ ●
１ ●
２ ◯
１ ◯
２
２
１
１ ●
２ ●
２
※
１
２
１
１
１
２ ◯

　福祉住環境コーディネーター ２級 ２ ◯
　福祉住環境コーディネーター ３級 １ ◯

＊実用数学技能検定について、R7（2025）年度以降入学者は一般科の科目として認定

※取得内容、レベルにより単位は異なる（最大２単位）

                          取  得  資  名 備　考
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定
　　技術英語能力検定

     測量士
     測量士補
     第１種電気工事士
     第２種電気工事士
     土地家屋調査士
     宅地建物取引士

     ＣＡＤ利用技術者試験  ２級
     色彩検定  ２級
     色彩検定  １級
     技術士補
     技能検定試験
     危険物取扱者  乙種

上記以外の資格については、学生の申請に応じて学科内で審査を行
う。単位数も審査時に資格に応じて判断する｡

１資格に
つき最大
２単位

     情報処理技術者　基本情報技術者
  エクステリアプランナー  ２級
  インテリアコーディネーター
  アソシエイト・インテリアプランナー
     福祉住環境コーディネーター  １級



一般科の科目の単位として認定されるもの

                          取  得  資 単位数

２ ●

１ ●

ＴＯＥＦＬ      　　　ＩＢＴ（58以上） ２ ◯

ＴＯＥＦＬ      　　　ＩＢＴ（43以上） １ ◯

実用英語技能検定 １級又は準１級 ２ ●

実用英語技能検定 ２級 １ ●

実用フランス語技能検定試験 ５級 １

ドイツ語技能検定試験 ５級 １

中国語検定試験 準四級 １

「ハングル」能力検定試験 ５級 １

日本漢字能力検定 １級・準１級 ２ ◯

日本漢字能力検定 ２級 １ ◯

気象予報士試験 ２

G検定（ジェネラリスト検定） ２

情報処理技術者　ＩＴパスポート ＊R6（2024）年度以降入学者 １

実用数学技能検定 ＊R7（2025）年度以降入学者 １級 ２ ●

実用数学技能検定 ＊R7（2025）年度以降入学者 準１級 １ ●

＊「TOEIC」とは、一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会（IIBC）が実施する「TOEIC」を

　 しており、「TOEIC IPテスト（団体特別受験）」は含まない。

　（上位・下位の関係として扱う資格については備考欄に●又は◯印を付す。)

※認定対象の資格の確認に際しては、入学年度以降の学生便覧掲載の一覧表も必要に応じて参照するこ

◎資格試験制度の改廃等により、本一覧表に記載はないが、入学年度以降の学生便覧掲載の一覧表に記
　 載のある資格については、当該資格に関係する学科の審査を経て、単位認定の対象として扱うことができ
　 ものとする。

備　　考

ＴＯＥＩＣ ５５０以上

ＴＯＥＩＣ ４２０以上

◎注意事項

※ある資格の下位のランクを取得した後、同じ資格の上位のランクを取得した場合は、上位のランクの単位
　　となる。
　　　例・○○能力検定３級（１単位）を取得した後、同じ○○能力検定１級（２単位）に合格した場合は、同じ
　　　　　資格であるので、１級の２単位を認定することになり、単純に加算して３単位とはならない。

※同じ資格名でも、上位・下位の関係ではなく、その内容が異なる場合は、それぞれ独立した単位となる。

※申請書を学生課教務係で受け取り、必要事項を記入のうえ学級担任・学科長・科目担当教員の印を得て
　　ら、資格の合格証明書又は成績証明書を添えて、教務係に提出する。
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